
逆境が子どもをたくましくする

オーストラリアがたいへん気候がよく、一年中花が咲き乱れているのに目をつけた養蜂家が、ヨーロッパから最優良種のミツバチを買い入れて、蜂蜜による大もうけをもくろんだという話を聞いたことがあります。一年中花が咲いているのですから、ほかの土地の何倍もの蜜が取れるだろうと皮算用したのでしょう。

一年目、二年目は思惑通り大成功だったそうです。ところが三年目から蜂は蜜を貯めなくなってしまいました。年中花の蜜があるから、蜂は蜜を蓄える必要がなくなって、人間の思い通りには働かなくなったというわけなのです。

また、山形のぶどうがどうして甘いのかを、甲府のぶどう産地の人々が調査に行ったという話を聞いたことがあります。

よく調べてみると、朝夕の冷え込みがあり、日中と夜間の温度差が大きいので、ぶどうは実を守るために糖分をだして、自分を保護することが分かったということです。

この二つのエピソードを「適度の貧しさや逆境が人間をたくましく成長させる」という教訓として受け止めたいと思います。

現代の子どもたちの心のひ弱さ、やる気のなさは、恵まれ過ぎ、満たされ過ぎがその一因ではないかと考えます。

春休みは、学校生活からは得られない豊かな体験を積み、心とからだをたくましく鍛える機会としていただきたいと願っております。
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